
池
川
茶
は
一
等
一
席
の
農

水
大
臣
賞
に
選
ば
れ
た
。
特

産
品
を
展
示
し
、
町
外
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
は
。

展
示
場
は
検
討
す
る
。

職
員
の
採
用
は
町
内
で
居

住
で
き
る
者
を
採
用
す
べ
き

で
は
。

特
別
な
事
情
を
除
き
、
在

住
を
原
則
と
、
条
件
を
つ
け

て
い
る
。
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農
林
業
は
低
迷
し
、
所
得

は
上
が
ら
ず
建
設
業
も
不
振

で
雇
用
の
場
が
な
い
。
町
民

の
生
活
実
態
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
か
。

農
林
業
は
、
高
齢
化
、
価

格
低
迷
、
燃
料
価
格
の
高
騰
。

建
設
業
は
、
建
築
基
準
法
改

正
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
現

状
維
持
さ
え
難
し
く
廃
業
せ

ざ
る
を
え
な
い
事
業
所
な
ど

が
出
て
い
る
。

林
業
で
は
「
森
の
工
場
」、

基
盤
整
備
の
導
入
で
素
材
は

流
域
内
で
加
工
、
付
加
価
値

を
付
け
、
販
売
し
雇
用
に
つ

な
げ
た
い
。

基
幹
作
物
の
茶
の
価
格
は

下
が
り
、
林
業
は
国
内
産
材

の
需
要
が
増
え
た
と
聞
く
が
、

材
価
へ
の
反
映
は
見
ら
れ
な

い
。建

設
工
事
な
ど
の
減
少

や
、
町
外
量
販
店
へ
の
客
の

流
出
で
、
商
業
も
厳
し
い
経

営
状
態
と
思
う
。

間
伐
の
推
進
や
作
業
路
整

備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
農

作
業
受
託
制
度
、
中
山
間
直

接
支
払
い
制
度
を
利
用
し
、

茶
園
の
荒
廃
や
耕
作
放
棄
地

の
防
止
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

仁
淀
に
は
日
鉄
鉱
業
鳥
形

山
鉱
業
所
が
あ
り
、
就
労
の

場
に
貢
献
し
て
い
る
。

近
年
事
業
所
自
体
の
減
少

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、

建
設
業
な
ど
の
事
業
縮
小
で

雇
用
の
場
の
減
少
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
生
活
負
担
は
大

変
な
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

池
川
で
は
高
齢
者
率
が

50
％
を
超
え
る
。
諸
制
度
の

導
入
に
は
、
国
の
基
本
政
策

の
段
階
で
高
齢
者
へ
の
尊
厳

と
配
慮
を
欠
く
こ
と
の
な
い

対
処
が
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
。

作
業
道
へ
補
助
が
出
せ
な

い
か
。

作
業
道
等
の
基
盤
整
備
、

間
伐
搬
出
、
バ
イ
オ
マ
ス
関

連
に
数
千
万
円
の
補
助
を
し

て
い
る
。

モ
ノ
レ
ー
ル
、
乾
燥
機
な

ど
、
財
政
と
調
整
を
と
り
、

で
き
る
限
り
の
支
援
は
必
要

だ
と
思
う
。

茶
は
肥
料
代
も
上
が
り
、

大
変
な
時
で
あ
り
一
時
的
な

補
助
金
を
地
域
振
興
基
金
か

ら
出
せ
な
い
か
。

地
域
振
興
基
金
は
合
併
協

議
会
で
協
議
し
た
結
果
で
、

慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

高
齢
者
の
所
得
を
上
げ
る

た
め
、
作
っ
た
野
菜
を
、
池

川
カ
ッ
ト
工
場
に
職
員
が
運

ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

問

岡
田
良
成

答

産
業
建
設
課
長

答
池
川
地
域
振
興
課
長

答
仁
淀
地
域
振
興
課
長

答

仁
淀
支
所
長

答

池
川
支
所
長

答

産
業
建
設
課
長

答

副
町
長

問

岡
　
田

答

町
　
長

大
変
厳
し
い

町
民
の
生
活
は
楽
か

答

野
菜
の
収
集
は
集
落
単

位
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
取
り

組
み
が
で
き
れ
ば
、
支
援
を

検
討
す
る
。

町
内
の
酒
屋
は
量
販
店
の

よ
う
に
協
同
で
仕
入
れ
、
安

い
価
格
で
販
売
し
、
生
き
残

る
指
導
は
で
き
な
い
か
。

酒
屋
の
件
は
、
商
工
会
な

ど
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
こ
と

が
で
き
れ
ば
一
つ
の
方
法
だ

と
思
う
。

職
員
採
用
は
町
内
居
住
を
条
件
に

在
住
が
原
則

答

問

岡
　
田

問

岡
　
田

答

副
町
長

問

岡
　
田

「
森
の
工
場
」

町
外
量
販
店
へ
流
出

日
鉄
鳥
形
山
が
貢
献

建
設
業
の
事
業
縮
小

で
雇
用
の
場
が
減
少

高
齢
者
へ
の
配
慮
を

欠
い
て
は
な
ら
な
い

答

町
　
長

問

岡
　
田

答

副
町
長

問

岡
　
田
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町
内
に
は
、
西
村
医
院
、

安
部
病
院
、
酒
井
医
院
、
大

崎
診
療
所
が
あ
り
、
住
民
の

生
命
、
健
康
を
守
る
大
切
な

地
域
医
療
機
関
で
あ
る
。

大
崎
診
療
所
は
合
併
前
よ

り
公
的
資
金
で
運
営
さ
れ
て

い
る
が
、
平
成
17
年
度
に
２

７
０
０
万
円
、
18
年
度
に
５

４
０
０
万
円
、
19
年
度
は
４

７
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
て

い
る
。

今
後
も
有
床
診
療
所
で
運

営
し
て
い
く
の
か
。

18
年
度
よ
り
赤
字
繰
入
と

な
り
経
費
節
減
、
経
営
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

19
年
度
決
算
で
人
件
費
が

71
％
を
占
め
る
が
、
14
床
の

有
床
診
療
所
等
地
域
医
療
維

持
で
人
員
減
は
難
し
い
。

診
療
収
入
増
も
見
込
め
ず

経
営
は
厳
し
い
。

医
療
改
正
に
よ
り
平
成
23

年
度
末
に
介
護
療
養
病
床
の

廃
止
、
耐
震
補
強
が
予
想
さ

れ
転
換
期
と
な
る
。

「
ゆ
の
森
」
は
平
成
17
年

度
、
18
年
度
で
約
６
２
０
０

万
円
、
日
浦
邸
購
入
で
多
額

の
公
金
を
投
入
し
て
き
た
。

二
階
大
広
間
を
レ
ス
ト
ラ
ン

に
改
造
で
、
設
計
管
理
費
４

６
５
万
８
０
０
０
円
、
工
事

費
７
９
０
０
万
円
の
計
画
書

が
提
出
さ
れ
た
。
大
広
間
の

ま
ま
宿
泊
客
の
夕
食
の
場
と

し
て
利
用
し
、
人
の
流
れ
を

見
て
は
ど
う
か
。

次
に
は
多
目
的
施
設
を
検

討
と
、
一
施
設
に
多
額
の
公

金
を
入
れ
な
い
と
、
目
標
の

地
域
振
興
が
図
れ
な
い
の
か
。

町
民
は
値
上
げ
な
ど
で
節

約
の
生
活
で
あ
る
。
賛
同
が

得
ら
れ
る
か
。

問

片
岡
政
徳

問

片
　
岡

答

町
　
長

答

産
業
建
設
課
長

問

片
　
岡

答

産
業
建
設
課
長

答

町
　
長

町
の
観
光
施
設
の
拠
点
で

県
外
客
も
あ
り
、
観
光
に
対

す
る
整
備
は
施
設
の
改
善
も

必
要
。

過
疎
債
の
対
象
と
な
る
見

込
み
で
あ
り
、
地
域
振
興
基

金
も
極
力
使
う
。

３
〜
４
年
後
が
転
換
期

大
崎
診
療
所
の赤

字
対
策
は

答ゆの森 改修工事
8000万円の投資は無謀

リニューアルは必要答

レ
ス
ト
ラ
ン
利
用
が
減
少

傾
向
で
、
原
因
は
景
気
の
後

退
、
運
営
体
制
の
在
り
方
、

夕
方
の
宿
泊
客
中
心
の
利
用

が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
般
客
は
利
用
で
き
ず
、

地
元
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
も
あ

り
、
問
題
点
を
解
決
し
、
多

く
の
人
が
利
用
で
き
る
内
容

と
し
、
特
に
二
階
大
広
間
の

川
側
は
小
窓
で
閉
鎖
的
で
あ

り
、
ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
に

し
た
い
。

そ
の
他
、
浴
室
改
修
、
外

壁
の
塗
装
、
駐
車
場
の
補
修

も
行
う
。

財
政
難
の
時
期
、
一
施
設

に
行
き
過
ぎ
と
考
え
る
が
。

宿
泊
施
設
は
定
期
的
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
な
い
と
利
用

客
も
減
少
す
る
。

西
日
本
で
5
番
の
ラ
ン
ク

で
、
町
内
外
の
交
流
拠
点
と

な
り
、
利
用
客
が
多
け
れ
ば

観
光
セ
ン
タ
ー
に
も
案
内
し

て
い
る
。

12年目を迎えた「ゆの森」、宿泊客の評価は高いが、地元からは利用できないと不満の声が出ている（名野川）
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検
討
す
る

医
療
、
保
健
、
福
祉
の

複
合
施
設
の
建
設
を

答

Ｎ
Ｔ
Ｔ
跡
地
に
福
祉
施
設

を
つ
く
る
と
聞
く
が
。

現
在
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
は
、
要
介
護
認
定
者

の
増
加
に
対
応
で
き
る
設
備

が
確
保
で
き
て
い
な
い
。
手

狭
に
な
っ
た
「
社
協
」
の
事

務
所
の
問
題
も
あ
り
、
総
合

的
な
福
祉
施
設
の
整
備
を
検

討
し
て
い
る
。

先
般
、
福
祉
の
先
進
地
と

し
て
有
名
な
、
宮
城
県
涌
谷

町
を
視
察
し
て
き
た
。

町
営
の
病
院
（
医
療
）
を

中
心
に
、
保
健
、
福
祉
施
設

が
同
じ
敷
地
に
あ
り
、
合
理

的
で
健
全
な
複
合
施
設
経
営

を
行
っ
て
い
る
。

わ
が
町
も
、
大
崎
診
療
所

を
中
心
と
し
た
、
福
祉
ゾ
ー

ン
づ
く
り
を
考
え
る
時
期
が

来
た
の
で
は
な
い
か
。

大
崎
診
療
所
は
今
、
耐
震

診
断
を
行
っ
て
お
り
結
果
待

ち
だ
。

町
内
の
児
童
・
生
徒
数
の

資
料
を
見
る
限
り
、
中
学
の

統
合
は
今
が
ベ
ス
ト
だ
。
統

合
に
よ
り
空
い
た
ス
ペ
ー
ス

（
吾
川
中
）
に
診
療
所
を
中
心

と
し
た
総
合
的
な
医
療
・
保

健
福
祉
施
設
を
つ
く
っ
て
は

ど
う
か
。

現
在
、
中
学
生
は
１
２
５

人
で
、
部
活
も
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
な
ど
は
合
同
チ
ー
ム
を
組

ん
で
対
応
し
て
い
る
厳
し
い

状
況
に
あ
る
が
、
統
合
は
、

地
域
の
活
性
化
と
も
密
接
に

関
係
し
て
お
り
、
慎
重
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

問

西
森
常
晴

問

西
　
森

答

保
健
福
祉
課
長

答

副
町
長

問

西
　
森

答

副
町
長

４
月
22
日
に
行
わ
れ
た
、

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
で

中
学
校
の
結
果
が
良
か
っ
た

と
聞
く
が
。

国
語
、
数
学
と
も
高
知
県

平
均
を
上
回
り
、
全
国
平
均

と
比
較
し
て
も
、
ほ
ぼ
同
等

も
し
く
は
上
回
る
と
い
う
結

果
が
出
た
。

一
方
、
小
学
校
は
厳
し
い

結
果
が
出
て
い
る
。

中
学
校
は
、
去
年
が
県
平

均
並
み
で
あ
り
、
学
年
団
に

よ
る
学
力
差
も
考
え
ら
れ
、

引
き
続
き
来
年
に
か
け
状
況

を
見
て
い
き
た
い
。

「
百
ま
す
計
算
」
で
有
名

な
蔭
山
英
男
さ
ん
は
、
山
口

県
の
山
の
小
学
校
で
、
朝
の

短
い
時
間
に
、
漢
字
の
練
習
、

計
算
を
繰
り
返
し
繰
り
返
し

や
っ
て
、
早
い
時
期
に
子
供

た
ち
に
学
習
習
慣
を
着
け
る

こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
、

多
く
の
教
え
子
が
国
立
大
学

に
受
か
っ
た
実
績
を
残
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

学
習
習
慣
を
つ
け
る
こ
と

は
大
事
だ
。

毎
朝
、
小
テ
ス
ト
を
行
っ

て
い
る
中
学
校
が
あ
る
。
訓

練
を
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
、

勉
強
す
る
雰
囲
気
を
作
る
。

こ
の
実
践
が
他
の
中
学
校

で
も
で
き
れ
ば
と
期
待
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

前
の
鳥
取
県
知
事
の
片
山

さ
ん
が
断
言
し
て
い
る
。

教
育
の
良
否
は
、
学
校
の

経
営
者
で
あ
る
教
育
委
員
会

の
力
量
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
と
。

学
力
日
本
一
を
目
指
し
た

学
校
づ
く
り
は
で
き
な
い
か
。

部
活
動
も
最
近
停
滞
気
味

だ
が
、
指
導
の
方
法
に
問
題

が
あ
り
は
し
な
い
か
。

学
力
日
本
一
、
ス
ポ
ー
ツ

日
本
一
の
気
概
は
も
っ
て
望

む
べ
き
と
考
え
る
。

学力、スポーツ
日本一を目指せ

その気概をもって答

問

西
　
森

問

西
　
森

問

西
　
森

答

教
育
長

答

教
育
長

答

教
育
長

「文武両道」日本一を目指して（吾川中）



も
厳
し
い
環
境
が
予
測
さ
れ

る
。現

在
、
全
国
木
材
組
合
連

合
会
に
経
営
診
断
を
依
頼
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
を
ふ
ま

え
、
決
断
し
た
い
。

監
査
報
告
書
に
は
、
法
令

に
違
反
し
て
い
な
い
と
あ
る

が
、
行
政
の
監
査
と
企
業
の

監
査
と
は
性
質
が
違
う
。
公

金
を
つ
ぎ
込
ん
だ
会
社
は
、

死
に
物
狂
い
で
利
益
を
上
げ

る
こ
と
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
指
摘

を
し
て
い
な
い
。

ソ
ニ
ア
は
、
創
業
以
来
赤

字
経
営
で
、
資
金
の
不
足
は

資
本
金
か
ら
補
填
し
経
営
を

存
続
し
て
き
た
。

林
産
部
門
は
、
一
定
２
０

０
万
円
程
度
の
黒
字
に
な
っ

て
い
る
。
実
質
の
赤
字
は
製

材
部
門
で
、
経
営
存
続
の
危

機
に
直
面
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
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加
工
部
門
は
、
16
年
、
現

字
を
出
し
森
林
組
合
は
撤
退

し
た
経
緯
が
あ
る
。

そ
の
後
、
ソ
ニ
ア
が
直
接

運
営
し
て
い
る
わ
け
だ
が
。

17
年
度
か
ら
高
知
工
科
大

の
武
藤
教
授
の
指
導
を
受

け
、
18
〜
19
年
度
に
か
け
て
、

国
庫
事
業
で
乾
燥
機
な
ど
の

導
入
を
図
り
、
経
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

17
年
度
に
1
億
１
２
０
０

万
円
、
18
年
度
が
1
億
１
４

０
０
万
円
、
19
年
度
は
改
善

す
る
と
の
話
だ
っ
た
が
、
1

億
５
５
０
０
万
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。

武
藤
教
授
の
話
で
は
、
大

手
の
企
業
の
注
文
を
受
け
る

に
は
量
産
が
必
要
不
可
欠
と

い
う
こ
と
で
、
一
直
を
二
交

代
に
し
生
産
量
を
上
げ
て
き

た
。挽ひ

け
ば
挽ひ

く
ほ
ど
損
が
大

き
く
な
る
と
再
三
、
忠
告
し

て
き
た
。
ソ
ニ
ア
管
内
だ
け

で
な
く
、
管
外
の
木
ま
で
買

い
、
継
ぎ
足
し
継
ぎ
足
し
赤

字
を
増
や
し
て
き
た
。

生
産
量
は
上
げ
た
が
、
見

合
う
製
品
価
格
が
低
く
、
挽ひ

け
ば
挽ひ

く
ほ
ど
赤
字
が
拡
大

し
て
い
っ
た
。

武
藤
教
授
は
、
工
科
大
を

辞
め
た
の
で
、
ソ
ニ
ア
の
指

導
は
で
き
な
く
な
っ
た
と
言

っ
て
帰
ら
れ
た
。
そ
の
後
は

県
の
指
導
を
う
け
て
い
る
。

町
長
は
責
任
を
ど
う
と
る

の
か
。

私
の
責
任
で
あ
り
、
力
不

足
を
痛
感
し
て
い
る
。
今
後

問

大
原
儀
郎

答

町
　
長

答

副
町
長

問

大
　
原

問

大
　
原

答

町
　
長

答

町
　
長

問

大
　
原

問

大
　
原

答

町
　
長

危
な
い

㈱
ソ
ニ
ア
大
丈
夫
か

答

問

大
　
原

ヒ
マ
ラ
ヤ
桜
に

補
助
を

先
の
議
会
で
「
ヒ
マ
ラ
ヤ

桜
」
一
団
地
一
万
本
の
植
樹

を
提
案
し
た
。

四
万
十
川
流
域
で
は
、
活

性
化
策
と
し
て
、
山
桜
と
ヒ

マ
ラ
ヤ
桜
を
4
万
10
本
植
え

る
計
画
の
よ
う
だ
が
。

計
画
を
十
分
煮
詰
め
、
し

っ
か
り
と
し
た
団
体
に
は
援

助
し
て
い
き
た
い
。

来
年
、
一
万
本
の
定
植
を

計
画
し
て
い
る
が
、
５
０
０

万
円
の
補
助
を
お
願
い
で
き

な
い
か
。

十
分
検
討
し
て
対
応
し
た

い
。

平成16年、㈱ソニアは佐川町に製材工場を立ち上げたが、開始以来赤字経営
が続き存続が危ぶまれている（佐川）

答

副
町
長

答

町
　
長

問

大
　
原

在
の
佐
川
町
に
製
材
工
場
を

立
ち
上
げ
、
運
営
は
森
林
組

合
に
委
託
す
る
計
画
で
あ
っ

た
が
、
一
年
目
に
し
て
、
赤


